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年頭にあたって

光市医師会長 竹中博昭

光市医師会員の皆様、明けま しておめ

でとうございます。皆様方におかれまして

は健やかな新年をお過ごしのこととお慶び

申し上げます。光市医師会長に選任してい

ただき 3回目の正月を迎えました。この問、

皆様のご旬J力により大過なく運営できてい

ることに安堵しております。執行部役員の

先生方のご、助力、光市医師会員の皆様のご

理解とご協力に心より感謝申し上げます。

さて、今年の医師会にとって大きな出

来事として地域医療介護連携情報システム

が平成平成 31年4月から稼働開始予定と

なっております。まずは地域のかかりつけ

医が紹介先の中核病院の電子カノレテや検査

データなどの患者情報をオンラインで閲覧

できるシステムとなります。このシステム

が成熟していけば連携情報(紹介状、診察・

検査予約、地域連携パス)のやり取り 、主

治12f意見書の作成や閲覧、介護認定の情報

閲覧など行政機関とのやり取り、歯科・医師、

薬剤師、訪問看護師や介護関係者との連携

まで行える可能性があります。周南市、下

松市、光市の医療関連団体、行政の代表が

これまでに 12回会議を重ね準備をしてき

ました。このシステム導入後の維持費に関

しては以前も会報や月例会で何度も説明し

てまいりましたが、この 4月より全施設か

ら定額をご負担いただくことを昨年の臨時

総会で決議いたしました。様々なご意見が

あろうかと思われますが、国が平成 27年

6月に 「日本再興戦略」改訂 2015で平成

30年度までに全ての二次医療闘が地j或の

事情に応じて医療情報ネットワークを活用

できる基盤を整備するという方針を示し、

いわば国策であり、大きな流れの中で周南

医療圏の多職種の関係者が頻回に会議を聞

き、議論した結果システム導入となった経

緯がございます。なにとぞ、ご、協力の程、宜

しくお願い申し上げます。

今年の十干は己(っちのと)、十二支は

亥(し、のしし)で、干支は己亥(っちのとい)

です。十干と十二支の組み合わせで 60種

類の干支があり 、このため 60年経っと一

周して同じ干支に戻ります。今から 60年

前の己亥は昭和 34年で、当時皇太子であ

った平成天皇が美智子様とご成婚された年

です。干支が一周した平成 31年に平成天

皇は生前退位される予定となっているのは

不思議な巡り合わせであると思います。己

は十干の 6番目の文字で、草木に例えると

十分に生育してこれから花咲かせ種を作る

ための準備の時期、組織に例えると成長、

成熟した組織が足元を固めて次の段階に進

む準備をする年とされています。また亥は

十二支の中で最後、12番目の文字で、前

年の犬が分化繁栄を意味し、それを引き継

ぐ亥の字は現在の繁栄を維持し守る、植物

に例えると生命力を種子の中にため込むと

いう意味があるようです。これを踏まえる

と今年はイノシシ年ではありますが猪突強

進ではなく、地味で良いのでじっくり熔ち

着いて医師会運営に当たりたいと考えてお

ります。

光市医師会員の皆様にとってこの 1年

が充実したものになることを願い、役員一

同医師会活動に力を入れていきたいと存じ

ます。木年もどうぞよろしくお願い申し上

げます。



平成30年度第6閏

光市医師会学術講演会

平成30年10月23日 (火)

1 9 : 00 ......， 20 : 00 

光商工会館 2階 研修室

特別講ちi1 19: 00 ~ 20 : 00 

「手指衛生と r~tm警備」

座長 光市立光総介病院消化以内科

i"iIl長特川宇治先'j:_

泊者 光ïlïù光総介~IÀil抗 感出口町I!認定石誕師

川'11幸出先生

本Hは 「手.Jri1拓也と環境整備」というタ

イトルで、J占本的なことに焦点を、'iててま

とめていきたいと思います。

手はどれだけ汚れているのでしょうか?

一見消潔にμえるI2;Ji，t有の手でも、多くの

細菌を似有しているこ とがわかっています

(図 1)0r~出にも病jjj(休は 1111数に存在し、

手はどれだけ汚れているのでしょうか

場園面白手摺白"は.
前3800圃の貧色ブドウ暗闘
が障有している。
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手摘に"'.する平鈎酎u・・a
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一
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医療者の手を通じてj記者さんに!選法します

ので、 手指衛生はrITil:j1.かつ幼民的に感染経
路を遮断することができます。

手指衛生のJJrt:.は、(i )行般をJllいた
流水で、の手洗いと、(ii )述位性T桁ri'i1:;; 
薬を用いた手洗いの2種矧があります。手

に若いた11で見える汚れやH函Jll:1う利の処i白

の後は(i )を、それ以外の1M介は(ii ) 

を行います。

( i )の実施場而、 利点、欠点、下JI~iを示

します (1さ12、 3)。イ11検をねけて 15秒

以上泡立てて洗ってください。ハッピー

パースデーの淑が、ちょうどそのくらいの

H寺聞になります。|玲菌効以は 15秒の場介

1 /4 ~ 1I 13、 30 秒の!~J('ì 1 /60 ~ 1/600 

になります。水分が妓っていると制的が付

着 ・繁殖しやすくなり、 f.fitれの似jJ，1にも

なりますので、ペーパータオルでしっかり

拭き取りましょ う。手荒れ対策としては、

石けんを用いた流水での手指衛生の方法①

-手術に自に見える汚れや血灘・体議が付濁している場合

実益場面 ・順位・下痢時のなどの処理を行った後

議芽飽(?ロストリジウム・ディフィシルなど}や.アルコールの

効かない爾・ウイルスに檀触した可飽性のある場合

利点 ・物理的事汚れを除去できる

-時間がかかる
欠点 ・手荒れを起こしゃすい

・洗い獲しをしやすい{特に指先・続抱周囲}
・手洗い阻憎まで行かないと辛抱衛生がで曹事い
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温水は皮府の!I日分を過剰に|除去しますの

で25~ 26度が適楓で、化学的刺激を減

らすために石鹸脂分を十分洗い涜しましょ

う。ペーパータオルで催しく抑さえるよう

に水分をふき取る、 卜分に乾燥させる、ハ

ンドケア剤を使用しての似混在行うなどの

対策も有問です。

( ii )の実施場面、利点、欠点、手11~1を示

します(図4、5)。指のII¥Jや親指、手首

も忘れないようにしてください。 ìì~í 心~

の容器によって l回に出る柴液のi11が到

なることがありますので、少なくとも 3

ml程度、乾燥に 15秒を要するくらいの

十分な盃を使うことがill.~です。 |徐的効

果は 15秒の場合 1/3000、30秒の場介

1/ 1 0000 ~ 1/30000です。

WHOから提H目されている手指向性のタ

イミング(5moments)を示します(匝16)。

速乾性手指消 ï:li~はすぐに使用山米るJð，}所

速乾性手指消毒薬を用いた方法①

実施場面手が自に見えて汚れていない場合

-消務効果が確実
(時間・手妓の彫響を受けにくい}

利点 ・手技が簡単・時間がかからない
・石けん・流氷を用いた手洗いに比ベ、手荒れが少ない.

手洗いlIl:備が必要ない

-物理的な汚物除去は期待できない
欠点 ・蛋自性{血・尿・使・晦吐物など)の汚集があると、

十分な効果が期待できない
-すでに手荒れのある人が使用すると、しみて痛みが伴う

|雪J4 

速乾性手指消毒薬を用いた方法②

2 3 .. 
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に設i円することが大切です。また、時計 ・

指輪を外す、爪を短く切る、マニキュア、

つけ爪をしない、手指衛生後に首から上を

触らない、などの基本を守りましょう。(図

7)のように自動開栓の採用、液体石鹸の

設問、ペーパータオルを使用するなど手洗

い環境の整備が必要ですが、鏡があります

と、つい髪の毛に手が行きますので、ここ

は注怠が必要です。速乾性手指消毒薬は使

用!制限を守らなければならず、開封日を記

岐し、 6ヶ月以内に使い切ることが理怨で

す。手袋はピンホールから汚染物が侵入し

たり、脱ぐときに汚れが付着する可能性が

ありますので、過信は禁物です。

|玄16

手洗い環境の整備

ペー，eJJbの|

.111町生白手順由 ，
ポ:A!J- I 

手指衛生ができる
11獲を.える

図 7

次に環境整備のお話に入ります。基本的

なポイントを示します(図8、9)。高頻

度接触11uと低頻度接触面を区別した盤備が



必~で、(凶 1 0)、汚染リスクの高い場所か

ら低い場所へ、 Jてから下へ、部屋の奥から

手前へ、 11:i頻度接触而は l日一回以上の

がH!aが地本で、す。環境表面に使用する消存

~は-(il鮒II IJ1iには低水準消毒薬や消毒川エ

タノール、ウイルスには消毒用エタノール

や次~IIU1"L;4三階ナ トリ ウムを用い、芽胞は fìi

I)i;~に低iJ['ltを持ちますので、腂䨀
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吐物が空中に浮遊し飛沫感染を起こす原因

になります。小便器、大便器それぞれ汚染

しやすい場所在意識して清掃しましょう

(図 12)。

医療施設における環境整備や医療者の手

指衛生は感染予防管理のために重要です。

手指衛生のタイミングは 5moments (図

6)で実施しましょう。さらに環境整備を

行うことで、患者さんに安全 ・安心な医療を

提供できますので、皆様、宜しくお願い致

します。

色
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平成30年度第7回

光市医師会学術講演会

平成30年 11月27日 (火)

1 9 : 00 '" 20 : 30 

光商工会館2階研修室

情報提供 1 9 : 00 ~ J 9 : 1 5 

「ボノプラザンの作山と特徴」

武田薬品工業株式会社

特別講演 (19: 00 ~ 20 : 30) 

「上部消化管坊さ忠の現状と以近の訊j起」

座長光市立Yo総合病院消化問|人Jrl

持11民 谷川市治先生

演者 1111-1大学大学院|英学系liJf究FI

基礎検査学分野

教授 IlEj川 il'，¥l先生

-6-



光市医師会AED講習会

平成30年 10月25日 (木)、光市医師会の救急医療対策事業として、 山口大学教育学

部附属光中学校2年生 84~，を対象に医師 1 :名、行設(1m5名、救急、政命士他 3.f-，で;AED講
習会を開催しました。

ー7-



「つながる輪ひかりJ講演会
平成30年 11月17日 (土) 14 : 00 '" 光商工会館2階研修室

山口県医師会在宅医療推進中業として、

平成30年 11月 17日(十:)14時か ら、

光商工会館2階研修室にて諦出会を行い

ました。

総遭

「岡山市で在宅医療特化型診療所をやってみて

~在宅医療の実際と医療介護連携の難しさ

おもしろさ~ J

講師 ももたろう往診クリニック

院長 小森栄作3主主
(http://www.momotaroclinic.jp) 

参加者医師.............…....4:f， 

薬剤師・・ー・……ー... 7 i4 

介護支援専門員・…・・ 7名

看護師… ・・…… ….12名

歯科医師・・…・・・…・・一 1 :ずI

歯科衛生士一……・3名

保健師…・・…・・…・・・・・ 2名

その他・…・…・・・…・・・・ 4 :f， 

合計 40 ~， 

-8-



平Il遡噸鹿趣踊腿白隠遁海会

平成最後の光市医師会忘年会を 12月6日にホテル松原屋で、行いました。

竹中会長の冒頭挨拶では、平成30年に日本の各界に衝撃を与えたハラスメント問題に

関する注意l喚起がありました。続いて高橋健次先生に乾杯のご発声をいただき開宴しまし

た。今回は藤村朴先生が欠席され、楽しみにしていた手品を披露していただけませんでした。

その代わりといっては何ですが、新規会員の兼清伸介先生に通常の挨拶に加えて質問コー

ナーにお付き合いいただきました。先生の隠れた一面を披露していただいたおかげで会場

も盛り上がりました。ご母堂の逝去後間もない時期に参加していただいた忘年会で、突然

のオファーを引き受けていただき誠にありがとうございました。

上回一博先生による閉会の乾杯後もそこここで会話が続いており、参加された皆様には

楽しんでいただけたのではないかと思っております。今回も 30名を越えるご出席をいた

だきありがとうございました。来年も皆様のご参加をお待ちしております。(井上裕介)

-9 
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理事会報告

平成30年 10月光市医師会定例理事会

日時平成30年 10月9日(火)午後7時より午後8時00分

場所光市医師会事務局

出席竹中博昭会長、広田修副会長、谷川幸治理事守友康則理事

井上祐介理事、田村健司理事、原団幹彦理事

藤田敏明監事

欠席北川博之理事、前田一彦理事、丸岩昌文監事

《 議題

I 光市との合同協議会

平成31年度の光市保健関連事業等について

E 報告事項

1 郡市医師会地域包括ケア担当理事協議会 (9/13)

1 .地域医療介護総合確保基金(介護分)について

消費税増収分を財源(国213、県 1/3)

(1)介護施設等整備事業(ハード事業)

光市補助:地域密着型特別養護老人ホーム

認知症高齢者グループホーム

(2)介護従事者確保事業(ソフト事業):昨年より追加の事業を報告

・他職種連携に係る事例集の作成 (3)今後のスケジ、ュール

(広田副会長)

・介護予防指導者(リハビリ専門職)による市町への介護予防体操

~ (山口元気アップ体操)指導の実施

-認知症カフェサミットの開催;カフェ関係者等を対象とした講演会、テーマ別

分科会、パネル展示等を実施

・介護のしごとインターンシップ事業;即戦力となる大学生等に対して事業所に

おけるインターンシップを実施

2.地域支援事業(在宅医療・介護連携推進事業)の取り組み状況について

8つの具体的な取り組みを実施、光市は 29年度までに実施ずみ

(ア)地域の医療・介護の資源の把握、(イ)在宅医療・介護連携の課題の抽出と

対応策の検討、(ウ)切れ目のない在宅医療と介護の提供体制の構築推進

(エ)医療・介護関係者の情報共有の支援、(オ)在宅医療・介護連携に関する相

談支援、(カ)医療・介護関係者の研修、(キ)地域住民への普及啓発、(ク)在宅

医療・介護連携に関する関係市町聞の連携

3.認知症施策の取り組み状況について
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平成29年の取り組み

(1)認知症に対する理解の促進

キャラパンメイト(県民向け認知症講座の講師役)の養成;115人

認知症サポーター養成;13.961人

(2)人材の育成

かかりつけ医認知症対応力向上研修;94人

認知症サポート医;26人

認知症サポート医フォローアップ研修;21人

(3)広域的な支援・相談体制の構築

巡回相談の実施;3か所

認知症コールセンターの設置運営(週3日);相談件数 237件

(4)若年性認知症対策

(5)認知症疾患医療センターの指定:周南地区は泉原病院 (27.1.1) 

平成30年度の取り組み

(1) --(5)の取り組みを継続

新規事業

(2)認知症カフェサミットの開催

(4)若年性認知症対策として、地域内の支援ネットワークを推進する

ための研修会等の開催 (2圏域)

4. i地域包括ケア構築のための下関市医師会の取り組み」

演者下関市医師会理事飴山品先生

2 第 1回周南医療園地域医療構想調整会議 (9/20) (竹中会長)

(1)平成30年度第 l回病床既往検討部会の協議結果 (9月理事会で報告済)

(2)調整会議の取り組み促進に係る対応について

①個別の医療機関ごとの具体的対応方針の協議，決定

・公立病院:新公立病院改革プランを策定し地域医療構想調整会議において

平成37年に向けた具体的対応方針を協議する

-公的医療機関等:2025年プラン対象医療機関:2025年プランを策定し地域

医療構想調整会議において平成37年に向けた具体的対応方針を協議する

-都道府県は過剰な病床機能に転換しようとする医療機関の計画を把握した場合

は当該医療機関に調整会議への出席と、病床機能を転換する理由の説明を求める

②次の医療機関に対する対応(資料2・1)

-病床がすべて稼働していない病棟を有する医療機関:調整会議に出席させ稼働

していない理由、今後の見通しの報告を求める

・新たな増床許可申請を行う医療機関:調整会議に出席させて病床整備計画の必

要性、妥当性につき報告を求める

③平成29年度病床機能報告の結果(資料3-1)
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-平成29年度:前年度に比べ回復期病床が71床増床、慢性期273床減床。

周南医療圏では慢性期59床が減床

④平成30年度医療機能分化連携推進事業(資料4)

急性期病床の削減、慢性期病床の廃止のための施設整備に対し、地域医療調整

構想会議において整合性を確認したうえで県から補助金が出る

資料1--4は事務局ヘ

3 平成30年度都市医師会特定検診・特定保健指導担当理事

及び関係者合同会議 (9/27) (井上理事)

平成27年度から3期連続で、国保特定健診実施率が全国最下位になっている現

状を踏まえて、今後の対策に関する討論に時間が割かれた

(1)平成29年度実施:別紙①~③

全国:山口県最下位

光市:県内の平均は上回っているが減少傾向続く

(2)平成30年度実施結果

国保:8月現在の状況は受診率5.1→4.8%
社保:実施機関;710→687、請求件数;2134→1870
協会健保・公立学校共済:30年度中途実績発表なし

(3)平成30年度実施状況(取り組み)

光市:昨年度受診者数上位の医療機関に国の発出文書持参のうえ、受診勧奨

長門市・柳井市:かかりつけ医からの情報提供(診療時の検査結果を情報提供)

(4)県からの交付金について別紙④

別紙①~④は事務局ヘ

以上を報告した。

111 協議、承認事項

1 .山口県医師会地域包括ケア推進事業について (竹中会長)

(1)地域包括ケアシステム推進を目的として多職種職員を対象に在宅医療に関する

講演会を企画

平成30年 11月 17日(土)14: 00-つながる輸ひかり

講演:ももたろう往診クリニック(岡山市)小森栄作先生

http://www.momotaroclinicJp 

(2)医師会員全体の地域医療に対する理解度を底上げするため、健康長寿、在宅

医療と多職種連携に関する書籍を購入し各医療機関に配布

会長、副会長で決定

上記 1、2は計画として県医師会に提出済

2.周南医学会について (竹中会長)
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徳山医師会引き受け

平成30年 10月21日(日)9 : 30-.. 

周南市学び・交流プラザ

2019年度は光市医師会引き受け

3.忘年会について

平成30年 12月6日(木)19時~ ホテル松原屋

4 . 2018 ふれあい健康フェスティパルについて

9 : 30 -.. 12 : 00 光市医師会健康相談コーナーを設置

広田副会長が担当

以上を協議・承認した。

平成30年 11月光市医師会定例理事会

日時平成30年 11月 13日(火)午後7時より午後8時30分

場所光市医師会事務局

出席 竹中博昭会長、広田修副会長、谷川幸治理事、守友康則理事、

北川博之理事、前田一彦理事、田村健司理事、原田幹彦理事

藤田敏明監事

欠席井上祐介理事、丸岩国文監事

I 報告事項

1 .平成30年度第 l回郡市医師会長会議 (10/11) 

議題

(1)中央情勢報告

①日本医師会第 142固定例代議員会

-平成29年度日本医師会決算が可決。会長 1名、横倉義武

(井上理事)

(竹中会長)

(竹中会長)

副会長3名、常任理事 10名、理事 15名、監事3名、裁定委員 11名が選任

(詳細は日医ニュース 2018.7.20)

②第2回都道府県医師会長会議

全 10件の協議事項(詳細は日医ニュース 2018.10.5)

(2)中国四国医師会連合各種分科会(資料は事務局ヘ)

(3)地域医療構想調整会議について

周南医療圏の協議状況

-徳山中央病院:認知症の急性期患者に対応できる病床の整備が必要

・徳山医師会病院:開業医の減少、高齢化によるオープンシステム

弱体化の懸念。
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• H.30年度医療機能分化推進事業

-徳山病院の慢性期病棟から回復期病棟への転換に伴う設備整備

(4)国民健康保険の財政調整等のための交付金の交付基準案について

特定健康診査相当の検査を既にしていた場合、結果情報提供により

特定健診受診したとみなす

(5)医師会立看護学校課題対策協議会

医師会立看護学校を有する医師会より経営難、教員不足、生徒の不足、

レベル低下などの問題点が多く示された。

e-ラーニングの提言在り。

(6)都市医師会からの意見、要望

・防府医師会:平成31年度山口県看護教員講習会の中止の通知を山口県

医療施策課から受けた0

・厚狭医師会:平成31年度から小野田医師会と厚狭医師会が合併することにより、

対等合併であるが厚狭医師会が消滅医師会となる。長年お世話になりましたと

挨拶、報告された。

(7) 7月豪雨の各医師会の募金状況について

以上、詳細資料は事務局ヘ

2.平成30年度第2回医師連盟執行委員会 (10/11)

資料は事務局ヘ

3.平成30年度第3回地域協議会 (10/12)

(1)今後のスケジ、ュールについて

ヘルスケアリレイションズ(株)より説明

検討課題はワーキンググループを招集し、協議会に上程

(竹中会長)

(竹中会長、広田副会長)

~ (2)予想収支について 資料は事務局ヘ

(3)委員の追加について

周南地区の薬剤師会、歯科医師会からも委員を募ることを承認

4.郡市医師会介護保険担当理事協議会 (10/18) (守友理事)

第六次やまぐち高齢者プラン (H.30--32)を策定

-高齢化の進行高齢化率 32.8%(H28)→ 34.5% (H32) 

・認知症の人の増加 約7万人 (H27)→ 約8万人 (H32)

・高齢者 (65歳以上) 459，978人 (H29)→466，302人 (H32)、+1.4% 
・要支援介護認定者数 88，042人 (H27)→ 93，523人 (H32)、+6.2%
.介護人材の需給推計

需要推計 供給推計 不足数

H27 (2015) 25，336人

H32 (2020) 30，343人
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H37 (2025) 33，196人 29，487人 3，709人

具体的な展開に関する資料は事務局ヘ

5.第 124回周南医学会

平成30年 10月21日(日)日時周南市学び・交流プラザ場所多目的ホール

開催引受徳山医師会

一般演題 18演題

光市医師会からは光市立光総合病院消化器内科(谷川先生)より l題

特別講演:最新がん免疫療法の現状と将来展望

講師:山口大学免疫学講座玉田耕治先生

H.31年は光市医師会が引き受け:H31年 10月20日(日)予定

6.平成30年度第 1回光市地域包括支援センター運営協議会 (10/25) (竹中会長)

(1)平成29年度光市地域包括支援センタ一事業報告

ア 介護予防ケアマネジメント事業

平成29年度から介護予防・日常生活支援事業(総合事業)が開始となった。

総合事業の対象者には以下の2種類がある。

・介護認定で要支援と判定された人の内、通所介護、訪問介護のみ利用する人

・基本チェックリスト該当者(光市地域包括支援センター内では「事業対象者」

という呼び方をしている。本資料で事業対象者とは総合事業の対象者全員の

事ではなく、基本チェックリスト該当者のことを指す。)

平成29年度介護認定者合計2，762人、要支援割合791人 (28.6%)

要支援 1: 340人、要支援2:451人、計791人中 330人が予防給付、

362人が総合事業を利用し、利用率は 87.5%で、あった。

イ 一般介護予防事業

( i )介護予防普及啓発事業:認知症予防講演会、口腔機能向上講演会、

出前講座

戸、

(ii) いきいき百歳体操の普及 :H28 年度は 2 モデ、ル地区で、行った。~

H29年度は更に 6団体を新規に始め、計8団体に行った。

ウ総合相談事業

平成29年度相談件数:2，786件

介護保険や認知症に関する市民からの相談を受け付けている。

相談者数は増加傾向で、介護サービス、認知症に関する相談が多い。

エ権利擁護事業

虐待予防講演会 l回

制度利用:地域権利擁護事業7件、成年後見人制度利用相談71件、

成年後見制度4件

高齢者虐待:H29年度通報 14件、虐待と認定8件

オ 包括的・継続的ケアマネジメント事業

( i )地域ケア会議:全体会議3回、個別会議38回
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(ii)介護支援専門員活動支援事業:研修会年6回

カ 認知症対策事業

( i )認知症を予防し、早期発見・早期対応を図る

認知症初期スクリーニング、物忘れ相談、認知症予防講演会、

出前講座、認知症初期集中支援講座

(ii)認知症を理解し、地域で支える

認知症サポーター養成講座、認知症サボーターレベルアップ研修

ひかり見守りネット、認知症高齢者等声掛け訓練、認知症カフェ

(組)包括的.継続的な支援体制の整備:認知症地域支援推進員の設置

(2)平成29年度光市地域包括支援センター収支決算

(3)平成30年度光市地域包括支援センター運営方針

(4)平成30年度光市地域包予防括支援センター事業計画

29年度と同様に事業を進める。

(5)平成30年度光市地域包括支援センター収支予算

(6)平成30年度光市地域包括支援センターの評価指針

(7)光市介護支援ボランティアポイント事業

(8)生活支援体制整備事業

報告書は事務局ヘ

7.平成30年度第 1回光市環境審議会 (10/25)

光市の環境保全に関する報告、審議

(田村理事)

詳細はhttps:llwww.city.hikari.lgJp/seisaku/kankyousingikai.htmlヘ
8.郡市医師会労災・自賠責保険担当理事協議会 (11/1) (守友理事)

労災診療費に関する要望書を山口労働局長ではなく、厚労省、日医ヘ提出

トラブル事例の報告

山口県医師会自賠責保険研修会

角、 平成31年 1月 17日(木)山口グランドホテル 15時--17時

労災レセプトオンライン請求に協力依頼

アスベストによる障害に対する保障には期限があるので (H.34.3月)啓発を

9.都市医師会産業保健担当理事協議会 (11/8) (原田理事)

産業医による長時間労働者、ストレスチェック指導のコストについて

平成31年度産業医研修会の希望開催日、テーマを募集

山口県産業医研修会

平成31年 1月 12日(土) 山口県総合保健会館 15時--17時 15分

10.地域包括ケアに関する書籍の選定と配布について (広田副会長)

①医療・介護・福祉の地域ネットワークづくり事例集

②まちづくりとしての地域包括ケアシステム:持続可能な地域共生社会をめざして

③よくわかる地域包括ケア(やわらかアカデミズム・くわかる〉シリーズ)

市内全医療機関ヘ配布
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11.会員の異動について

松村議太郎先生 A会員 → C会員

以上を報告した。

H 協議、承認事項

1 .周南三市医師会役員会について

平成30年 12月 12日(水)

協議内容の確認

(竹中会長)

2.講演会等の出席の確認について (広岡副会長)

資格や単位に伴う講演会の出席確認が厳格化している(途中退出時の出席無効等)

谷川先生を中心に平成31年以降のルール化を進める

3.休日診療所での抗インフルエンザ薬ゾフルーザの採用について

今年度は採用見送りとした。

以上を協議・承認した。

平成30年 12月光市医師会定例理事会

日時平成30年 12月 11日(火)午後7時00分より午後8時00分

場所光市医師会事務局

(前回理事) ~ 

出席 竹中博昭会長、広岡修副会長、守友康則理事、谷川幸治理事、北川博之理事、

井上祐介理事、前回一彦理事、田村健司理事、原団幹彦理事、藤田敏明監事

欠席丸岩昌文監事

議題

I報告事項

1 .平成30年度郡市医師会学校保健担当即事協議会・学校医部会合同会議 (11/15) ~ 

(広田副会長)

(1)平成30年度中国四国医師会連合学校保健担当理事連絡会議 報告

詳細は山口県医師会会報

http://www.yamaguchi.med.or Jpl平成30年 11月号(第 1899号)参照

(2)平成30年度中園地区学校保健・学校医大会 報告

詳細はI-LI口県医師会会報

http://www.yamaguchi.med.or Jpl平成30{I:: 10月号(第 1898号)参照

(3)第 49回全国学校保健・学校医大会

詳細は山口県医師会会報 H30年 12号掲載予定

(4) r学校医活動手帳」の活用状況について
光市は提出率 93.8% (H29年 100%)

全県 3 3. 1 % (H29 {I:: 29.2%) 
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学校医の活動の意義、法的な仕組みを簡潔に記載してある。

2年後より「がん教育」が開始される

学校医に指導の依頼がくる可能性があるので、勉強してほしい

参考:http://www.mext.gojp/a_menu/kenko/hoken/ 13 70005.html 

(文部科学省サイト)

(5) r学校医の手引き」改訂について
前回は、 2012年発行

2020年3月発行予定広田分担執筆

(6)学校検尿について

尿潜血、尿たんぱくの精密検査に回す基準を31年度から(土)から (1+)ヘ
変更する。尿糖は(土)で変更なし

角、 (7)平成30年度学校医研修会・予防接種医研修会・心臓精検研修会

平成30年 12月9日(日) 13時~ 山口県医師会館 6F会議室

( i )何が起こっているコンタクトレンズ問題

講師:ウエダ眼科院長植田喜一先生

(ii)予防接種をされるすべての先生方へ

~輸入が続く麻疹風疹:国際的視野からの予防対策を~

講師:綜合病院山口赤十字病院第2小児科部長 門屋亮先生

(出)不整脈を持つ児童生徒の管理

講師:山口県医師会学校心臓検診検討委員会委員長砂川博史先生

(8)脊柱異常に対する二次検診(精密検査)結果通知書の変更について

2.認知症疾患医療連携協議会 (11/22) (丸岩監事)

(1)周南地区の認知症カフェについて

11筒所あり、光市内には3箇所

)

お れ ん じ ガ 川 博 史 先 秦
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「日本医師会の医療政策Jr日本の医療 その課題と展望Jr今後の社会保障制度」
などの講演あり

4.ふれあい健康フェスティバル(11/25)

光市医師会健康よろず相談コーナー担当広田

9時半---12時で、 12人の相談を受けた

5.村岡嗣政山口県知事との交流会 (11/30)

県知事講演

(広田副会長)

(竹中会長、広田副会長)

「活力みなぎる山口県の実現へ向けて ---3つの維新への挑戦---J

参照:http://uOu l.net/OorO 

http://uOu l.net/OosO 

以上を報告した。

E協議、承認事項

1 .光市職員のストレスチェックに係る面談

光市と医師会で契約案を作成

2.妊婦検診について

妊婦加算の取り扱いについて

3.周南地域メデイカルコントロール協議会より

救急隊からの「観察カード(案)Jの承認について

周南地区で様式を統一する

4.平成31年度休日診療所当直について

4月28日からの連休を含む、 2019年度の予定を承認

5.職員冬季賞与について

原案通り承認

(原因理事)

(北川理事)

(前田理事)

(前回理事)

(井上理事)

戸¥

6.会員の入会、異動 (竹中会長)~

新規入会 (12月) 兼清信介先生(兼清外科)

異動 (2019年 1月)兼清照久先生 (A会員 → B会員)
7.幼稚園・保育園関係者と園医・学校医の集い

平成31年 1月27日(火)19時~ 光商工会議所2階大会議室

「日本の少子化は、今後どうなるの? (仮題)J

講師:梅田病院院長北川博之先生

8.在宅医療関連講師人材養成事業研修会への推薦について

9.会員見舞い金について

2件を承認

以上を協議・承認した。
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入会・異動会員

入会会員 異動会員

12月 1日付 10月 1日付

A会員 兼清外科兼清信介 A→C会員 松村医院松村喜太郎

光市医師会入会のご挨拶

兼清外科兼清信介

皆様はじめまして。平成31年 1月より兼清外科を引き継ぐことになりました兼清信介と申します。

この度光市医師会に新会員として迎えていただきまして、この場をお借りして厚く御礼申し上げ

ます。

まずは、自己紹介をさせて頂ければと思います。私は兵庫県高砂市に生まれ、小学校3年生の

時に、父(兼清照久)の開業に伴いまして、光市ヘ移ってまいりましたo 浅江小学校、山口大学

教育学部附属光中学校、徳山高校(理数科)を経て、平成 10年に山口大学医学部入学致しました。

大学時代は、どうしてもサーフィンがしたかったので、同級生でサークルを立ち上げ、夏は宮崎、

冬は凍てつく日本海(山口県は冬がサーフィンの本場です)へと遠征をしておりました。もっと

学生時代に勉学をしておればと後悔しておりますが、青春は十分に満喫しました。学生時代より

外科学に興味がありましたので、卒業後の進路はほぼ決めておりましたが、ちょうど私が卒業し

た平成 16年より初期臨床研修医制度がスタートしたため、 1年目は関門医療センター、 2年目は

山口大学医学部附属病院で、研修を行った後に、山口大学大学院 消化器・服揚外科(旧第2外科)

ヘ入局致しました。初期臨床研修2年時の8か月を消化器・腫揚外科で研修していたため、事前

入局扱いとなり、 3年目の入局と同時に徳山中央病院へ赴任となりました。同病院で2年間働き

ましたが、手術のみならず、救急医療、麻酔等多くのことを学ばせていただきました。その後小

倉記念病院で 1年間働いたのちに、平成21年に山口大学医学部附属病院 総合診療部(集中治

療部) 助教として大学病院へ帰学いたしました。平成22年からは大学院へと進学し、平成26

畑、 年に学位(医学博士)を取得、その後医員を経て、平成28年4月からは山口大学大学院 消化器・

腫痴外科助教として、上部消化管(主に食道癌)の診療・研究に従事してまいりました。そして、

この度縁がありまして、平成30年9月より地元で、ある光市へ帰ってまいりました。帰ってきた

当初は、慣れない診療のため(当院は整形疾患が多い)、不安もありましたが、もともと外傷学と

解剖学が大好きであったため、自分の中での整形疾患の受け入れは比較的良好で、父にサポート

してもらいながら、日々勉強している次第です。

さて、自分が光市に帰ってきて、光市医師会、延いては光市民の皆様に貢献できることは何だ

ろうかと考えてみました。 lつ目は、当然ですが消化器外科医であることです。大学勤務の約 10

年間は、ひたすら Oncologyに従事していたため、食道癌、胃癌、大腸癌などの消化器癌と乳癌

の外科治療と抗癌剤の知識・経験は有しております。また、外勤先が山口の柴田病院で‘あったため、

内痔核・痔痕・直腸脱等の旺門疾患の診療に関しては、柴田眼治先生の指導を受けました。その

他、鼠径ヘルニア、回石症等の一般外科に関しても、遠慮なく相談して頂ければと考えています。

2つ目は、医師の知り合いの多さです。私は出身大学が山口大学であることや、大学病院で助教

として診療と教育に携わっていたため、診療科を超えた知り合いや先輩・後輩がいます。食道癌
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領域でいえば、全国の有名大学、病院に相談できる先生がいますし、実際にやり取りしていました。

私は医療が多様・複雑化している現代において、医師一人でカバーできる診療範囲には限界があり、

かつ独善的であってはならないと常に考えています。しかしながら、患者さんにとっての病気の

窓口はかかりつけの先生しかいないことも多いのが現状かと思し、ます。電話一本あるいはメール

で、相談に乗ってくれる先生を多く持つことは、それだけ診療に隔を広げられると考えています。

以上思いつくままに書いてしまいましたが、父の築き上げた信頼と実紛を継承しつつ、少しず

つでも自分のできることの枠を広げ、前に進んでいきたいと思います。今後ともご指導ご鞭縫の

ほど何卒宜しくお願い申し上げます。

平成30年度会務分担表

業務区分 担当理事 担当補佐

総務 竹中博昭 広田修

2 庶務・会計 井上祐介 竹中博昭

3 広報 広田修 井上祐介

4 生涯教育 谷川幸治 井上祐介、吉村将之

5 医療情報システム 広田修 谷川幸治

6 医療保険 守友康則 丸岩昌文、河内山敬二

7 介護保険 守友康則 丸岩昌文、河内山敬二

8 労災・自賠責保険 守友康則 丸岩昌文、原田幹彦

9 医事紛争・診療情報 前回一彦 藤田敏明、秋吉宏規

10 麻薬 北川博之 田村健司、市川淳二

11 地域医療・地域包括ケア 広田修 藤田敏明、井上祐介

12 救急医療 前田一彦 多国良和、原田幹彦

13 小児救急医療 広田修 松島寛、山手智夫

14 妊産婦・乳幼児保健 北川博之 多久島康司、松島寛、山手智夫

15 学校保健 広田修 松島寛、山手智夫

16 成人高齢者保健・特定健診 井上祐介 田村健司、吉村将之

17 産業保健 原因幹彦 多国良和、守友康則

18 医業経営(労務・税制) 田村健司 前回一彦、市川淳二

19 医療廃棄物 田村健司 前回一彦、秋吉宏規

20 会員福祉 井上祐介 藤山純一、吉村将之
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平成30年度事業計画概要

業事内容

定時総会 5月24日(木)18: 10---

月例会 第4火曜日

理事会 第2火曜日

学術講演会 第4火曜日・第1火曜日(予備)

合同症例検討会 9月4日(火)、 3月5日(火)

生涯研修セミナー(県医師会) 5/13 9/2 11/18 2/17 

山口県医学会総会 6月 17日(日) (下松)

周南医学会 1 0月21日(日) (徳山)

納涼懇親会 7月28日(土)

忘年会 1 2月6日(水)

周南二市医師会役員会 1 2月 12日(水) (徳山)

光市学校保健会総会並研修会 6月28日(木) (教育委員会)

市民公開講座

ファミリー&フレンズ講習会 毎月第3土曜日(光市立光総合病院)

AED講習会 1 0月25日(木) 附属光中学校

光ニ師会(薬剤師会引受) 1 0月26日(金)

認知症サポーター講座

幼稚園・保育園関係者と園医の集い 平成31年 1月29日(火)

月例報告会

平成30年 10月23日(火)

1 .山口県医師会地域医療包括ケア推進事業に基づく

講演会 (11/17)について

2.地域医療介護連携システムの進捗状況について

3.忘年会の日程について
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10月休日診療所当番医報告 11月休日診療所当番医報告

内科系 外科系 内科系 外科系

7 (日) 15 2 17 3 (土) 20 6 26 
8 (Ji) 12 8 20 4 (日) 14 6 20 

10月
14 (日) 3 3 6 

21 (口) 7 4 1 1 
11月
11 (日) 8 3 1 1 

18(日) 13 4 17 

28(ト1) 8 2 10 23(金) 18 6 24 

45 19 64 25(日) 11 6 17 

計 84 31 115 

12月休日診療所当番医報告

内科系 外科系

2 (口) 13 5 18 

9 (日) 13 7 20 

16(日) 10 6 16 

12月 23(日) 24 6 30 

24(片) 8 12 20 

30(円) 43 10 53 

31 (J-J) 62 1 1 73 

173 57 230 

*: これからの行事予定 *: 

1月 8日 (火) 理事会

22日 (火) 月例会 ・学術講演会

29日(火) 幼稚園 ・保育園関係者と困医 ・学校医のつどい

2月 12日 (火) 理事会

26日 (火) 月例会 ・学術講演会

3月 5日 (火) 合同症例検討会

12日 (火) 理事会

26口 (火) 月例会 ・学術講演会
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~ーーももも-~- 緑友会ゴルフコンペ成績 ~ーもや~γー

順位

優勝

準優勝

3 

4 

5 

順位

優勝

準優勝

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

名前 OUT 

守田 忠 正 48 

前 回 昇 一 51 

森本 博 士 41 

繊山 宏 52 

宮本寿太郎 60 

DC ③議本

NP ②@森本 ⑪横山

ドラ短 前田 横山

名前 OUT 

宮本寿太郎 47 

森本 博 士 40 

横山 宏 41 

赤附 信正 52 

守閏 忠正 47 

園 近 ~ 46 

前田 昇 一 53 

仰l 浩 一 郎 52 

1長前 J!日久 49 

市 典 文 55 

DC ⑥図近 ⑬守|刊

NP @崎山 ⑬宮本

ドラ組前旧

IN GR 

46 94 

51 102 

48 89 

45 97 

47 107 

IN GR 

49 96 

44 84 

51 92 

51 103 

48 95 

55 101 

51 104 

58 110 

58 107 

64 119 
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平成30年 10月2111 

周南カントリークラブ

HD仁P NET 

13 81 

18 84 

4 85 

10 87 

19 88 

平成30年 12月911

周南カントリークラブ

HDCP NET 

19 77 

4 80 

10 82 

19 84 

10 85 

16 85 

18 86 

24 86 

14 93 

24 95 



-扇主笠貫・
表紙写点は 2019{Iモ1n 1 Uに室積海岸で、撮ったものです。元11の午後から荒れ脱様の
大.気でしたが、夕方になり、 写真の様な光景となりま した。

「天使のはしご」とH千ば‘れる、気象学的には「薄明光線」という現象です。太|似光線を遮

るほどのJl/い涯にできた 1~:!llkIから光が漏れだす、チンダル1>~象の大きなものです。 7~;沢賢

治は 「光でできたパイプオルガン」と表現したそうです。

2019年の叫が |二がりました。明るい、実りの多い一年になりますように。

(広凹修)
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